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本品は、固相化

使用します。（

た、NK細胞な

長 

射用水をはじ
ト血清アルブ
衝能を強化し
生物質として

存性に優れて

様 

装 : 1000mL 
器: 液体 (PE
存条件 : 4℃保

用例 

本培地を用い

性化培養しま

活性化培養の

の必要量を添

細胞の増殖に

このとき、血

本製

タシート 

ディ
パ球活性
S-016N 

作成 

化抗CD3抗体で

ヒトインター

どの活性化培

めとして医薬
ミン（医薬品
ていますので
、硫酸カナマ

います。 

T 角瓶) 
保存 (冷暗所)

いて、固相化抗

ます。 

の開始時に、５

添加します。 

に応じて自己血

血清（血漿）の

製品は、研究目

ウム0
性化及び拡

で刺激したヒ

ーロイキン-2の

培養にも使用で

薬品グレードの
品グレード）及
で、pHの変動
マイシンを含有

規

) 

抗CD3抗体上

５－１０％自

血清（血漿）

の添加を省略

的にのみご使用

016 
拡大培養

 

ト末梢血T細胞

の添加が必要で

できます（ヒ

の高純度試薬
及び組換え型
を最小限に抑

有します。

規格 

でヒト末梢血

己血清（血漿

及びインター

できる場合も

用ください。ヒ

インターロイ

測定項目

pH 

浸透圧 

無菌性 

マイコプラズ

エンドトキシ

養用液体

胞のインター

です）。 

トインターロ

薬を多用し、培
型ヒトインスリ
抑えられます。

血T細胞を活性

漿）及びヒトイ

ーロイキン-2含

もあります。

ヒト、動物への

イキン-2などの

目 

7.2 

297

陰性

ズマ 陰性

シン 0.3 

ネテ

体培地 

ロイキン-2に

ロイキン-2、そ

培地を調合して
リン以外のタン
。 

性化培養します

インターロイ

含有培地を添

の医療、臨床診断

サイトカインは

± 0.2（ガラス

7.5 ± 12.5 mO

性（メンブラ

性（否定試験

EU/mL以下

ティックス法

に依存した活性

その他のサイ

ています。 
ンパク質は添

す。あるいは

キン-2(あるい

加し、培養ス

 

断用には使用し

は不含です。 

COS-016N

ス電極法） 

Osm/kg  H2O

ンフィルタ法

：PCR法） 

（リムルスラ

） 

性化培養及び

トカインの添

添加されていま

、精製した末

いは、その他

スケールを拡大

しないでくださ

 規格 

O（氷点降下法

法） 

イゼートを用

その後の拡大

添加が必要です

ません。 

末梢血NK細胞

のサイトカイ

大していきま

さい。 

法） 

用いたカイ

大培養

す）。 

胞を活

イン)

す。


